
 

  
 
 

 
 

 
                                

 

    

昭
和
四
十
七
年
七
月
に
誕
生
し
た
愛
寿
会
は
、
こ

の
七
月
、
三
十
六
周
年
を
迎
え
、
仁
生
園
も
三
十
五

年
の
歴
史
を
歩
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

私
が
初
代
の
平
井
一
満
、
二
代
目
の
平
井
一
雄
両

理
事
長
の
志
を
継
い
で
三
代
目
理
事
長
を
お
引
き
受

け
し
て
十
二
年
が
経
ち
ま
す
。 

 

こ
の
間
の
歩
み
は
、
正
に
「
山
あ
り
、
谷
あ
り
」

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
「
介
護
保
険
」

へ
の
移
行
は
、
「
措
置
か
ら
契
約
へ
」
「
利
用
者
負
担

の
増
大
」
等
一
大
変
革
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
そ
の

対
応
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
役
職
員
の
努
力
に
よ
り
の

り
切
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。 
 

十
三
年
か
ら
十
四
年
の
二
年
間
に
わ
た
る
「
老
朽

施
設
（
七
十
四
床
）
」
の
改
築
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や

す
ら
ぎ
」
及
び
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
こ
あ
ら
ま
」
の

創
設
は
、
日
本
自
転
車
振
興
会
、
山
梨
県
、
北
杜
市

の
格
別
の
ご
援
助
に
よ
り
十
五
年
四
月
竣
工
。 

 

そ
し
て
同
年
五
月
、
「
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
」

と
あ
わ
せ
て
披
露
、
さ
ら
に
十
六
年
度
に
は
、
懸
案

の
「
認
知
症
棟
」
の
改
修
も
車
輌
競
技
公
益
資
金
記

念
財
団
の
ご
配
慮
に
よ
り
実
現
い
た
し
ま
し
た
。 

     

   

残
さ
れ
た
懸
案
は
、
旧
長
坂
町
か
ら
提
供
さ
れ
て

い
た
二
千
四
百
坪
の
用
地
を
い
か
に
活
か
す
か
と
い

う
問
題
で
し
た
。
北
杜
市
、
県
の
ご
指
導
を
得
て
「
身

体
障
害
者
療
護
施
設
」
（
三
十
三
名
）
の
建
設
に
ふ
み

き
り
、
国
・
県
・
市
の
助
成
を
受
け
、
総
工
費
四
億

四
千
万
円
を
か
け
て
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
、
仁
生
園
、
第
二
仁

生
園
併
せ
て
の
一
日
平
均
利
用
者
は
、
二
百
三
十
名
、

ス
タ
ッ
フ
百
四
十
名
、
年
間
総
事
業
費
約
七
億
円
と

い
う
山
梨
県
内
屈
指
の
総
合
生
活
支
援
施
設
に
成
長

す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 
 

ひ
と
え
に
地
域
の
皆
さ
ん
、
北
杜
市
、
山
梨
県
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
に
よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

  

こ
の
機
会
に
十
二
年
間
、
理
事
長
と
し
て
私
の
心

が
け
た
こ
と
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
そ
れ
は
、
四
つ
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
は
、
故
里
へ
の
恩
返
し
を
愛
寿
会
事
業
を
通

じ
て
実
現
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
で
す
。 

 

篠
尾
小
学
校
か
ら
韮
崎
中
学
、
山
梨
師
範
か
ら
村

山
西
小
学
校
、
甲
府
北
中
学
を
通
し
て
、
北
巨
摩
こ

そ
わ
が
故
郷
で
あ
り
ま
す
。
「
三
つ
の
目
標
」・「
七
つ

の
誓
い
」
の
実
践
に
よ
り
い
さ
さ
か
の
貢
献
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
二
は
、
八
ヶ
岳
南
麓
に
「
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
」

を
と
い
う
願
い
で
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
を
志
し
て 
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理
事
長
と
し
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二
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―
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挨
拶
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会 
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板
山 

賢
治 
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六
十
年
。
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
福
祉
実
践
の
拠
点

を
一
つ
残
し
た
い
と
念
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
二
つ

の
仁
生
園
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
に
お
い
て
実

現
し
得
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

第
三
は
、
創
設
以
来
三
十
六
年
、
先
人
達
が
築
か

れ
た
伝
統
、
志
を
継
承
す
る
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
、
小
澤
新
理
事
長
を
は
じ
め
、
法
人
役
員
の
方
々
、

そ
し
て
、
清
水
常
務
理
事
、
中
山
事
務
局
長
、
小
池

第
二
仁
生
園
長
以
下
の
ス
タ
ッ
フ
の
諸
君
に
私
の
志

の
何
が
し
か
を
ご
理
解
願
え
た
よ
う
に
自
負
し
て
い

る
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。 

 

人
生
は
有
限
で
あ
り
ま
す
。 

「
人
生
、
最
大
の
仕
事
は
、
よ
き
後
継
者
を
得
る
こ

と
に
あ
る
」
と
い
い
ま
す
。
幸
い
、
小
澤
さ
ん
を
中

心
と
す
る
よ
き
後
継
者
に
恵
ま
れ
た
私
は
、
し
あ
わ

せ
者
で
あ
り
ま
す
。
安
心
し
て
愛
寿
会
の
こ
れ
か
ら

を
託
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

  

後
援
会
総
会
の
お
知
ら
せ 

開
催
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

○ 

日 

時 
 

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
（
金
） 

十
一
時
三
十
分
よ
り 

○ 

場 

所 
 

仁
生
園 

会
議
室 
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 て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
後
援
会
の
組
織
や
事
業
計

画
は
ま
だ
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
、
役 

 

 
 
 

 
   

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
山
梨
県
で
は
初
め
て
の
民
間
施
設
と
し
て
発
足

以
来
、
地
域
福
祉
施
設
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
、
そ

れ
に
、
療
護
施
設
・
第
二
仁
生
園
な
ど
が
整
備
さ
れ

て
来
ま
し
た
。 

こ
こ
ま
で
仁
生
園
が
整
備
・
発
展
出
来
た
の
は
、

利
用
者
の
皆
様
に
愛
さ
れ
た
事
が
一
番
で
あ
り
ま
す

が
、
一
方
で
は
、
歴
代
の
理
事
長
様
を
は
じ
め
多
く

の
職
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
二
十
年
三
月
末
を
も
っ
て
会
長
職
に
勇
退
さ

れ
た
板
山
賢
治
様
に
は
、
平
成
八
年
に
理
事
長
就
任

以
来
仁
生
園
の
改
築
を
は
じ
め
、
第
二
仁
生
園
の
建

設
な
ど
大
き
な
事
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
板
山
前
理
事
長
様
だ
か
ら
こ
そ
出
来
得

た
こ
と
で
あ
り
、
氏
の
実
績
に
は
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
制
度
面
で
は
介
護
保
険
制
度
や
社
会
福
祉

制
度
が
改
正
さ
れ
、
給
付
費
、
支
援
費
が
見
直
さ
れ
、

減
額
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
利
用
者
の
皆
様
を
物
心

両
面
か
ら
支
援
し
て
い
く
た
め
、
平
成
十
九
年
五
月

に
愛
寿
会
後
援
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
十
九
年

度
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
浄
財
を
沢
山
い
た

だ
き
、
そ
の
一
部
を
第
二
仁
生
園
の
整
備
に
使
わ
せ 

員
体
制
を
拡
充
し
た
り
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
皆 

 

愛
寿
会
後
援
会
の
充
実
の
年
に 

 

愛
寿
会
後
援
会
長 

 

中
山 

賢
一 

 

様
に
お
知
ら
せ
し
、
寄
付
し
て
頂
い
た
皆
様
の
意
思

が
伝
わ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

当
仁
生
園
の
利
用
者
が
よ
り
良
い
環
境
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
側
面
か
ら
支
援
す
る
の
が
「
後
援
会
」

の
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ど
う
か
、
当
後
援
会
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
入
会
を
賜
わ

り
た
く
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
後
援
会
長
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 

― 

苦
情
解
決
相
談
委
員
会
開
催 

― 
 

四
月
二
十
五
日
、
愛
寿
会
苦
情
解
決
相
談
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
小
澤
理
事
長
か
ら
左
記
の
方
々
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
三
者
委
員
か
ら
な
る
こ
の
委
員
会
は
、
愛
寿
会

が
運
営
す
る
七
事
業
の
利
用
に
関
し
て
の
苦
情
等
に

対
し
て
、
適
切
な
対
応
を
講
じ
、
利
用
者
個
人
の
権

利
を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
目
的
で

設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

  
 

委
員
長 

小
松
照
正
（
小
松
会
計
事
務
所
長
） 

 
 

委 

員 

田
中
寿
弘
（
前
仁
生
園
長
） 

 
 

委 

員 

平
井
静
子
（
元
民
生
委
員
会
長
） 

 
 

委 

員 

坂
本 

仁
（
前
高
校
長
） 

 

任
期 

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日 
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― 

辞
令
交
付
式
・
幹
部
会 

― 
  

四
月
一
日
、
小
澤
理
事
長
よ
り
昇
任
十
名
、
新
規

採
用
六
名
、
配
置
換
十
八
名
に
辞
令
交
付
さ
れ
ま
し

た
。 

  

四
月
四
日
、
長
年
勤
務
し
定
年
退
職
し
た
坂
本
昌

子
氏
・
仲
山
徳
子
氏
に
板
山
会
長
よ
り
、
功
労
金
、

感
謝
状
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 
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又
、
小
澤
理
事
長
、
板
山
会
長
よ
り
十
七
名
の
幹
部

に
対
し
て
就
任
の
挨
拶
、
福
祉
の
動
向
に
つ
い
て
の

研
究
等
幹
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

                  

 

【 小澤理事長を囲んで記念撮影 】 

― 

新
入
社
員
紹
介 

― 
 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

功
刃 

祐
太
（
健
康
科
学
大
卒
） 

 

四
月
一
日
よ
り
、
一
号
館 

の
四
階
に
新
規
配
属
に
な
り 

ま
し
た
。
福
祉
系
の
大
学
を 

卒
業
し
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
利
用
者
の
皆
様

に
安
全
で
安
心
し
た
生
活
を
送
っ
て
頂
け
る
様
に
、

支
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

笹
之
池
秀
平
（
農
林
高
校
卒
） 

 

今
春
高
校
を
卒
業
し
、
一 

―
三
班
で
お
世
話
に
な
る
こ 

と
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
で 

は
、
造
園
に
つ
い
て
三
年
間
学
ん
で
き
ま
し
た
の
で
、

入
所
者
の
皆
様
と
一
緒
に
ミ
ニ
盆
栽
等
を
造
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
介
護
福
祉
士
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。 

 

事
務
職
主
事 

圓
岡 
一
生 

（
北
杜
高
校
卒
） 

 

四
月
一
日
よ
り
、
事
務
室 

に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
一 

日
も
早
く
自
分
の
仕
事
を
覚 

え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
く
と
共
に
、

勉
強
も
欠
か
さ
ず
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

坂
本 

祐
子
（
帝
京
第
三
高
校
卒
） 

  

四
月
か
ら
三
班
に
配
属
さ 

れ
ま
し
た
。
高
校
で
少
し
で 

す
が
福
祉
の
勉
強
を
し
て
い 

ま
し
た
。
ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な
い
事
ば

か
り
で
す
が
、
早
く
覚
え
て
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

横
森 

加
奈
（
甲
府
商
業
高
校
卒
） 

  

私
は
、
今
ま
で
就
き
た
い 

と
思
っ
て
い
た
介
護
の
仕
事 

に
就
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
分
ら
な
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
仕
事
を
覚
え
て
、

毎
日
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

大
村 

唯 

（
北
杜
高
校
卒
）

 
 

 

四
月
か
ら
第
二
仁
生
園 

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事 

ば
か
り
で
す
が
職
員
の
方
々
に
優
し
く
教
え
て
も
ら

い
、
ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、

楽
し
く
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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― 

第
二
仁
生
園
だ
よ
り 

― 
 

 

第
二
仁
生
園
で
は
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

の
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

介
護
が
必
要
な
障
害
者
の
ご
家
庭
で
介
護
者
の
方
が

病
気
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
で
介
護
が
で
き
な
い
時
に
、

一
時
的
に
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

建
物
は
平
屋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
居
室
は
完
全
個
室
で

コ
ン
ロ
、
流
し
が
付
い
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
持
ち
込
み

が
可
能
で
、
買
い
物
や
農
作
業
、
季
節
行
事
等
に
参
加
で

き
ま
す
。
日
常
の
生
活
支
援
や
介
護
は
ス
タ
ッ
フ
が
二
十

四
時
間
対
応
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
  

ご
利
用
に
当
た
り
ま
し
て
は
障
害
程
度
区
分
と
利
用

の
支
給
決
定
を
各
市
町
村
に
て
決
定
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

す
で
に
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
直
接
第
二
仁

生
園
に
、
支
給
決
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
住
所
地
の

あ
る
市
町
村
・
障
害
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
第
二
仁
生
園
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
利
用
者
の
方
々
の
外
出
や
散

歩
の
付
き
添
い
、
音
楽
活
動
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
園

内
外
の
環
境
整
備
、
花
作
り
等
で
す
。
資
格
は
問
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

内
容
・
日
時
は
ご
相
談
の
上
調
整
し
ま
す
。 

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に 

関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は 

 
 

第
二
仁
生
園 

０
５
５
１
―
３
２
―
８
２
７
０ 
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～ 

お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ 

～ 
  

今
回
の
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
山
梨
県
北
杜
市
に

あ
り
ま
す
小
淵
沢
小
学
校
周
辺
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

初
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加

さ
れ
た
入
所
者
の
方
々
は
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。 

 
 

              

ご
家
族
の
み
な
様
に
お
願
い 

 
 

 

ご
登
録
い
た
だ
い
た
緊
急
連
絡
先
ま
た
は
介
護
・ 

医
療
保
険
証
等
に
変
更
・
更
新
が
あ
る
場
合
に
は
、 

ご
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
の
う
え 

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

 

【 満開の桜の前で 】 

ご
芳
情
（
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日
） 
  

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

山
鳩
の
会 

 
 
 

 
 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

保
坂 

多
枝
子 

 
 

 
 

  

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

小
野
寺  

毅 
  

 
 
 
 

様 

・
東
京
都 

 
 

 

渡
邊 

祐
輔 

  
 

 
   

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

小
宮
山 

光
彦 

 
 

 
 

  

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

坂
巻 

晴
子 

  
 

 
   

様 
 利

用
者
状
況
（
四
月
末
現
在
） 

        
        

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
こ
ち
ら
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
 

電
話
０
５
５
１
―
３
２
―
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
こ
あ
ら
ま 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

十
三
．
五 

名 

一
三
二 

名 

四
十
六 

名 

三
十 

名 

八 

名 

九 

名   
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